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▲菅野村長らによる観閲

▲式典のようす

平
成
17
年
飯
舘
村
消
防
出

初
式
は
１
月
６
日
、
消
防
団

員
や
婦
人
消
防
隊
、
役
場
職

員
消
防
隊
な
ど
２
５
８
人
が

参
加
し
て
村
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
は
じ
め
に
公
民

館
前
駐
車
場
で
、
菅
野
村
長

ら
が
団
員
の
装
備
等
を
観
閲

し
た
後
、
会
場
を
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
移
し
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
松
林
茂
団
長

と
菅
野
村
長
か
ら
「
今
年
も

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
住
民
と

財
産
を
守
る
た
め
、
新
た
な

決
意
の
も
と
さ
ら
な
る
努
力

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
の
に
続

き
、
横
山
村
議
会
議
長
と
加

藤
貞
夫
県
議
会
議
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
過
去
最
多
と
な

る
台
風
上
陸
や
新
潟
県
中
越

地
震
の
発
生
な
ど
、
各
地
で

災
害
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

団
員
ら
は
新
年
を
迎
え
、
地

域
の
防
災
や
安
全
の
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
飯
舘
分
署
が
ま
と
め

た
資
料
に
よ
る
と
、
昨
年
村

内
で
発
生
し
た
火
災
件
数
は

５
件
で
、
損
害
総
額
は
約
４

百
万
円
。

暖
房
器
具
な
ど
を
使
う
機

会
が
多
い
こ
の
季
節
、
火
の

管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

平成17年度　産地づくり交付金単価表 
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農
地
貸
借
流
動
化

担
い
手
集
積
促
進作物の種類等

（単位：千円）

集積促進対策
高度利用加算
生産集団加算
振興作物加算
基本助成

【変更】 
1,000円 
減額され 
10,000円に 

【新規】 
科目を追加 
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18

生産集団 
が作業を 
受託し、 
畜産農家 
へ供給さ 
れる飼料 
作物 

大豆 
加工トマト 
葉たばこ 
（販売用） 

飼料作物 
（畜産農家 
へ供給され 
るもの） 

花卉 
きゅうり 
トマト 
かぼちゃ 
ほうれん草 
いんげん 
ブロッコリー 
レタス 
（全て販売用） 

ブロッコリーの 
後作にレタス、 
そば、 秋ブロッ 

のいずれ 
かを作付・販売 
コリー 

その他の 
作物全て 

作物が作付 
けされてい 
ない水田 
（捨て作り 
牧草・調整 
水田含む） 
3年を超え 
る自己保 
全・かい 
廃・定着除 
外は除く 

そば 
（販売用） 

基幹3作業を1
農家に委託 し 
た場合 

農業委員会 
を通じ新たに 
5年以上の 
貸借契約を 
締結した場 合 
（初年度のみ 
交付） 

借地面積を含 
め5ha以上の 
水田を経営 し 
ている大規 模 
農家で、農 業 
委員会を通 じ 
貸借契約を 締 
結した水田 で 
作物作付(米 
を含む)され 
ているもの 

【追加】 
秋ブロッコ 
リーを追加 

（表１） ２
割
増
し
に
す
る
ほ
か
、
産

地
づ
く
り
交
付
金
単
価
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

産
地
づ
く
り
交
付
金
単
価

で
今
回
変
更
に
な
っ
た
部
分

は
、
①
作
物
作
付
の
基
本
助

成
額
を
１
千
円
減
の
１
万
円

に
。
②
重
点
振
興
作
物
の
中

で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
後
作

と
し
て
作
付
・
販
売
す
る
作

物
に
秋
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
追

加
。
③
新
た
に
担
い
手
集
積

促
進
科
目
を
追
加
。
以
上
の

３
点
で
す
。（
表
２
）

１
月
13
日
、
ビ
レ
ッ
ジ
ハ

ウ
ス
に
て
行
な
わ
れ
た
「
第

２
回
飯
舘
地
域
水
田
農
業
推

進
協
議
会
」
で
、
村
の
来
年

度
の
生
産
調
整
配
分
数
量

（
面
積
）
な
ど
の
方
針
が
決

ま
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
生
産
調
整
は
、

昨
年
と
同
様
、
県
か
ら
配
分

さ
れ
た
米
生
産
目
標
数
量
４

４
３
万
６
千
㎏
（
７
３
、
９

３
４
俵
）
を
、
県
の
統
計
に

基
づ
く
村
平
均
単
収
４
７
２

㎏
／
10
�
に
よ
り
換
算
し
、

地
区
水
田
面
積
割
で
配
分
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
来
年

度
の
村
全
体
の
配
分
面
積
は

約
９
３
９
�
で
、
昨
年
度
と

比
較
す
る
と
、
65
�
の
増
と

な
り
ま
す
。（
表
１
）

こ
の
配
分
面
積
を
、
今
後

こ
の
協
議
会
で
調
整
し
、
行

政
区
毎
に
配
分
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
会
議
で
は
、

地
域
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
の
担
い

手
に
は
、
来
年
度
の
配
分
を

項目
年度

平成17年度

平成16年度

配分面積
（俵数換算）
939㌶

（73,934俵）
874㌶

（71,404俵）

比　較

+65㌶
（+2,530俵）

（表２）


